
第７０回まち研リーダー等会議 
「こだわりと進化の一年」～館林らしさと、成果に向けて～ 

 

                          幹事グループ：チュンタン      
  

◇と き：平成 18年 8月 11日（金）午後 7 時～午後 9時 10分 

◇ところ：まちやサロン 

◇出席者：チュンタン４、空創店舗２、ロマンロード１、花水木１、ガイトーメイファ １ 

     都市整備課２、インターンシップ生１、事務局５ 

   

 

１.報告事項 

 （１）群馬大学インターンシップ生について      

   

（２）日本地域政策学会について               

7 月 23 日 高崎経済大学･･･行革・交通・農業・環境について 

 

 （３）法政大学社会学部 加太（かぶと）ゼミ研修対応について） 

7 月 30 日 地方のガイドブック作成・研修会実施（学生 3グループにて作成） 

まちやサロンには 3人訪問 

館林を選んだ理由 「観光地過ぎず、観光資源が豊富」とのこと 

 

 （４）七夕まつり（８月７日（月））幻燈浪漫、イルミ＆灯ろう 

第 41回まちや塾竹細工作り ７月２５日（火）～８月４日（金）したまちパオ 

 

・下町パオにて。10日間で延べ 100 人（1日平均 10人）。竹細工の製作を 

 行った。 

・幻燈浪漫。紙灯篭作成→反響良すぎて、予定時間前に終了。 

人手不足。まち研の手伝いが少なく、事務局に頼る現況でよいのか？ 

・イルミネーション・灯篭、無事終了。子供達にも大変喜ばれた。 

・まつりの日程がぶつからず、良かった。昨年より来場者が多かった。 

      七夕まつり反省会 8月 29 日に行われます。 

 

（５）第 23回 下町夜市                   

８月 19日（土） 18:00～21:00 

      

・（谷田川さん講演の反響）      商工高校出店、再参加。 

                   第一中学校生徒も参加予定。 

      占い師参加。音楽ボランティア参加。 

・ボランティア減少している。 

交通量調査・アンケートのサンプル数減少→まち研メンバーの参加募る。 

 



（６）ＮＰＯのための広報スキルアップセミナー             

紙・web 上での市民団体   主催 ＮＰＯ広報力向上委員会 

８月２６日（土） ￥2,000 

 

（７）県地域づくり協議会より                      

８月２７・２８日 十日町視察         ※資料２（省略） 

情報交換会に関する助成事業           ※資料３（省略） 

 

（８）館林東西駅前広場連絡通路整備について    

    都市整備課の経緯等の説明の後、意見交換。 

    ８月２０日（日）からの市民説明会もある。 

  

（９）都市再生整備計画「歴史の小径地区」の事業について      

市民参画推進課では２つの事業を行っていく予定。 

       

（10）まちづくり新聞の購読について               

サロンのラックに保管するので活用を！ 

 

（11）群馬県まちづくり情報誌「おーまっちー」への寄稿について     

9 月 1日号に中村喬さんの情報マップについて掲載する。 

 

２.各グループからの報告、依頼事項 

・チュンタン    まちピカ☆ 9月 2日 下町商店街について 

・ガイトーメイファ 商店の魅力を引き出す要素（ISO について） 

・ロマンロード   なし 

・空創店舗      8 月 30 日 まち Lab 開催。  

“街のブランド化戦略”が課題図書です。 

・花水木      地域総研 宮本先生をお迎えして、8月 24 日に鶴生田川

の親水についてのまちや塾計画中。 

 

３.協議事項 

（１）まち研メンバーの市議会議員選挙立候補に伴う対応について（確認事項として） 

・団体としての応援はなし。個人の自由。 

・選挙後も同じ対応を。 

・協議事項に挙げなくても良い内容。個人の問題。 

 

 

（２）温泉会議について       

まち研メンバーの懇親。空創店舗のメンバーの提案。 

場所：ホテル サンバレー那須 日程：10月 1日～2日を予定。 

１人 15,000 円程度（定員 16名） 



黒磯の SHOZO CAFE でまちづくりについてお話を聞く。 

後日、まち研 ML にてご案内あり。 

 

（３）まちや塾の開催                          

公共デザインには、昨日のみならず歴史的流れの考慮が必要。勉強をすすめる。 

・中村喬さんに講師の方、選んで貰えれば OK。 

「市民会議と地域創造」佐藤徹先生 講演会方式で進行する。 

 

 （４）群馬県地域づくり協議会 館林交流会   

・まち研がホストを行う。      

・昼：協議会所属団体 30～40 名。交流会は昼のみ。 

        散策→交流会ですが、いいアイデアがあれば･･･ 

     ・十五夜コンサート。 

       16:00～17:00 意見交換会。 

 

・地域づくり協議会とは？→まち研も加盟。市の行政課が担当。 

・ロマンロードとしては対応したいが、出られるのは毛塚リーダーのみ。 

まちなか散策はボランティアもいるが、交流会にはまち研からできるだけ 

きて頂く。夜は 5時で終了とする。 

・夜の部の出し物は何をやる？ 

→夜市のギター、ジャズやフォークソング、オペラはどうか？ 

→音響の提供を空創店舗でします。 

 

幹事グループであるガイトーメイファが中心となって担当。 

 

 （５）まち研の組織について（継続協議）              

チュンタン：メンバーが少ない。モチベーションが下がっている。 

              再編したら温度差が出て続かないのでは、ゆっくりやって 

いこうと…、試行として行うのはどうだろう？ 

・考えてからいうべき、安易に再編といわないで欲しい。 

・6年前から変わらないことなので、再編といわれても困ってしまう。 

再編はありえない。 

・ガス抜きの必要も。まず、グループ内で考えて欲しい。 

・ゆっくりやっていくというのは、どういうことか？ 

グループのミッション性を考える必要がある。 

      まちピカ☆をひっそりとやっている。 

下町に案内がない。商店街に運動がないと･･･、六商店街と一緒に発展の必要。 

チュンタン：どのような形で商店街の人々に周知するか、次回例会で話し合い 

たい。 



・まちピカ☆は 30回以上続いている。簡単にボランティア参加できる。 

       六商店街ともコラボレートできる。 

       これまでのヒントを活かし、人を集める努力をして欲しい。 

      

・行政がついているということの成果を出すべき!! 

チュンタン：グループ再編の前提により、歴史・商店・鶴生田川の 3 つの中で分

け方があるかと思った。継続協議としたい。 

・成果のでる環境作りは必要。また各グループでの再編についての考えをま

とめる。 

・人が足りないから再編という前に、やるべきことがある。継続協議ではな

いのでは？ 

 

各グループにおいて、ミッションと成果の出せる環境づくりについて協議し、次回リーダー等会

議で報告、再協議する。 

 

 


